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野生動物による高病原性鳥インフルエンザウイルス伝播の可能性

山口剛士

鳥取大学農学部附属鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター

干680-8553鳥取市湖山町南小101

要約

高病原性鳥インフルエンザウイルス (HPAIV)の家禽舎内への侵入には，人や資材，飼料，水の他， 舎

内への侵入が疑われる野鳥や野生動物の関与が指摘され，様々な対策が講じられている。しかし野生動物

の家禽舎内への侵入実態については不明な点が多い。演者らは，養鶏場や鶏舎内への家ネズミ(ドブネズミ，

クマネズミおよびハツカネズミ)を含む野生動物の侵入状況や家禽との接触状況を明らかにするため，赤外

線センサーカメラによる農場調査を実施した。採卵鶏農場では，鶏舎内のクマネズミがケージ内や餌樋に侵

入し，鶏と直接あるいは間接的に接触していること，また鶏舎内外を往来していることが明らかになった。

この他にも複数の農場で，猫，イタチ類(チョウセンイタチおよびニホンイタチ)，ホンドテンなどが除糞

ベルトや集卵用パーコンベアの出口などを利用し，鶏舎内に侵入していることが明らかになった。これら野

生動物の HPAIVに対する感受性は不明だが，海外では猫，イタチ類およびテンでHPAIVの自然感染例が

ある他，イタチの近縁種であるフェレットや猫に HPAIV感染鶏肉を与えた実験で，呼吸器や直腸から数日

間にわたる HPAIV検出が報告されている。このことは 鶏舎内への侵入が確認された猫やフェレットの近

縁種であるイタチ類やホンドテンが家禽への感染源となる可能性のあることを示唆している。本調査で，養

鶏場への野生動物の侵入実態とその経路の一端が明らかになった。本講演が農場での野生動物侵入を考える

契機となり， HPAI発生予防の一助となれば幸いである。

キーワード:高病原性鳥インフルエンザ， HPAI，野生動物，侵入経路

はじめに

高病原性鳥インフルエンザ (HPAI)は，1997年以降ア

ジアを中心に世界各地で発生し，国内でも 2004年に79年

ぶりの発生があった。その後も 2010年秋から翌年春には

H5N1亜型が， 2014年秋から 15年春にはH5N8亜型の

HPAIVが西日本を中心に各地の家禽や野鳥から相次いで

検出された。HPAIVの囲内侵入については，国境を越え

た人や物の動きの他，渡り鳥の移動などによる持ち込みの

可能性が指摘されている6)。これに続く鶏舎内への侵入は，

一般に人や野鳥が関与する可能性が高いと考えられるが，

立ち入り時の消毒や作業着の交換，防鳥ネットの設置等，

衛生管理が徹底されている養鶏場やウインドウレス鶏舎で

の本病の発生など，ウイルスの持ち込みが人や野鳥だけで

は説明が困難な例も少なくない。このため鶏舎内へのウイ

ルス侵入経路については様々な可能性が推察されている

(図 1)。しか し過去のいずれの国内発生例においても，

HPAIVの家禽舎への侵入経路は不明で、あり，防疫対策上

解決すべき重要な問題になっている。

著者らは，養鶏場周辺に生息する野生動物に よる
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HPAIV持ち込みの可能性に着目し，野生動物の農場や鶏

舎への侵入実態について調査を行った。調査は鳥取大学農

学部附属烏由来人獣共通感染症疫学研究センタ ーで実施

し一部は，農林水産省レギュラトリーサイエンス新技術

開発事業「高病原性鳥インフルエンザの野生動物による感

染の確認及び消毒方法の開発」の一環と して実施した。家

ネズミの調査では，イカリ消毒(株)谷川力博士の協力を

怠戸

図1. 高病原性烏インフルエンザウイルスの侵入経路
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得て行った。

l. 調査方法

調査は，採卵鶏，ブロイラーおよびブロイラ一種鶏農場

で実施した。野生動物の痕跡を目視により観察後，赤外線

センサーカメラを設置した (写真 1)。カメ ラは対象物の

検知から撮影までの速度が早く，単三乾電池で1カ月間程

度使用可能な Reconyx社製HC600を主に用いた。カメラ

は2日から 3日間程度設置後に撮影状況を確認，必要に応

じ設置位置を変更し，さらに 10日間程度撮影を継続，設

置から 2週間程度でカメラを回収し記録映像を解析した。

カメラは I鶏舎に 10から 20台設置した。一部農場では，

この他に被毛採取用のへア トラップおよび捕獲用の箱毘を

設置した。ヘア トラップは市販の塩ピ管と粘着テープ等で

作成し調査に用いた。へアトラップで採取した被毛からは

DNAを調製し，ミト コンドリアの一部遺伝子を PCR法

で増幅2) その塩基配列から動物種を同定した。箱民の設

置については，各自治体から許可を得て行った。

2. 家ネズミの行動と HPAIV伝播の可能性

家ネズミ 3種のうち，行動観察ができたのはクマネズミ

のみであった。クマネズミの多く は鶏舎内で観察され，ウイ

ンドウレス鶏舎の一部では壁の断熱材の中や送風ダク ト内

で，高床式開放鶏舎では堆積した鶏糞内で営巣が認められ

-目視による痕跡の観察

-糞便、足跡、壁の穴、地面の穴、獣道

-自動撮景5カメラ -へアトラップ -箱畏

圏量白守
写真 1. 養鶏場での行動調査方法

た。夜間には多数のクマネズミがケージ周辺に出没し，餌

樋やケージ内に侵入する個体も観察され (写真 2)，クマ

ネズミ と鶏との直接あるいは間接的な接触が明らかになっ

た。高床式鶏舎での調査では，餌を求め夜間に上階に上が

る多数のクマネズミが観察された。鶏舎内に比べ低頻度で

はあったが，ウインドウレス鶏舎では集卵用パーコ ンベア

や除糞ベル トの出入口等から日常的に鶏舎内外を往来する

クマネズミの存在が明らかになった。クマネズミの一部が

鶏舎内外を往来していたことやケージ内や餌樋への侵入な

ど鶏との接点が明らかになり，ネズミを介した鶏舎内への

ウイルス持ち込みや鶏への伝播の可能'性のあることが示さ

れた。

3. 野生動物の侵入状況

ノウサギやニホンジカ，タヌキ，キツネの他，イタチ類

(チョウセンイタチおよびニホンイタチ)，ホンドテン(テ

ン)およびアナグマの侵入が農場敷地内で記録された。イ

タチ類またはテンについては，ウインドウ レス鶏舎を含む

複数の鶏舎で除糞ベルトや集卵用パーコ ンベア出口からの

鶏舎内への侵入が確認された(写真3)。また，イタチ類

またはテンによるクマネズミの捕食が観察された(写真

4)。一部農場では鶏舎周辺におけるアカネズミの出没が明

らかになった。この他，農場内および、鶏舎内へのネコの侵

入が多く認められた(写真5)。調査を実施した農場の一

部では電気柵による野生動物対策を行っていたが，猫など

の小動物は電気柵の内側にも日常的に侵入していた。野生

動物の侵入は人のいない夜間または早朝に多く記録され，

管理者は生産物に被害が発生していなければ，農場内ある

いは鶏舎内への野生動物侵入の認識が困難で、あり， 実際多

くの農場でこれら動物の侵入を十分には認識しておらず，

具体的な侵入防止策も講じてはいなかった。

1) イタチ類およびテンによるHPAIV伝播の可能性
国内に生息するイタチ類には，チョウセンイタチ

(Mustela sibirica)およびニホンイタチ (Mustelaitatsi) 

がある。チョウセンイタチはシベリアイタチとも呼ばれ，

世界ではユーラシア大陸に広く分布し 国内では西日本に

写真 2 クマネズミのケージ内および餌樋への侵入

- 8-



第 52巻 2016 年

トと同属の囲内イタチ類も HPAIV感染に対し同様の感受

性を示す可能性が高いことを示唆している。ホンドテンに

ついても， 2007年にドイツで近縁種であるムナジロテン

での自然感染例が報告されていることや4) ホンドテンも

フェレットと同じイタチ科の動物であることなどから，

HPAIV感染に感受性である可能性が高い。農場への侵入

が確認されたイタチ類やホンドテンは囲内での自然感染例

はもちろん， HPAIVに対する抗体も未だ検出されておら

ず，野外での感染状況は不明である。しかし，圏内で捕獲

されたアライグマからは抗H5亜型抗体が検出されてお

写真 3. ウインドウレス鶏舎の除糞ベルトで撮影された，テンま り，HPAIV感染野鳥の補食による感染の可能性が推察さ

たはイタチと観られる小動物 れている1)。アライグマと同様に野鳥を補食する可能性が

写真 4 ネズミをくわえたテンまたはイタチと観られる小動物，

除糞ベルト出口で撮影

写真 5. ウインドウレス鶏舎内で撮影された猫

のみ分布している。ニホンイタチは日本全国に広く分布し

ホンドテンも同様に全国に分布していることが知られてい

る5)。鶏舎内への侵入が認められたこれら動物種の

HPAIV感染に関する報告はなく ，その感受性等は不明で、

ある。この点については感染実験による検討を進めている

ところだが，同じイタチ科の実験動物であるフェレット

(Mustelaρutorius foro)にHPAIV感染鶏肉を摂食させた

実験では，最長7日間にわたり鼻腔や直腸から HPAIVが

検出されたことが示されている7)。このことは，フェレッ

9 

高いイタチ類やホンドテンは，野外環境でHPAIVに曝露

されている可能性が高く ，これら野生動物の家禽舎への侵

入については注意が必要と考えられた。

調査ではイタチ類またはホンドテンがクマネズミを捕食

する場面が記録され，飼料庫へのイタチ類の侵入も認めら

れた。飼料庫にはクマネズミが多数認められたが，他にイ

タチ類の餌となるものは無く，イタチ類はネズミの捕食を

目的に飼料庫に侵入したことが推察された。圏内で鳥イン

フルエンザの発生が多く報告されている冬季は，野外環境

に野生動物の餌が不足する可能性が高く，ネズミの捕食を

目的とする野生動物の鶏舎内への侵入リスクが高まること

が推察される。このため農場でのネズミ対策は，ネズミ自

身によるウイルス伝播だけでなく，捕食動物の侵入対策と

しでも重要と考えられた。

2) 猫による HPAIV伝播の可能性

調査を実施した多くの農場で 養鶏場内あるいは鶏舎内

への猫の侵入が確認された。HPAIVは，鳥類の他にも犬，

キツネ，アライグマ，ロパ， トラやヒョウなど多様な動物

での感染が知られている。特に猫科の動物は HPAIV感染

に高い感受性を示すことが知られ，国外では HPAIV感染

野鳥の補食による猫での自然感染例があり，肺炎などの呼

吸器症状や窪態 ・運動失調などの神経症状を示したことが

報告されている9)。猫での実験感染例では，H5N1亜型

HPAIV感染鶏肉を摂食させた猫の咽頭や鼻腔，直腸から

1週間にわたりウイルスが検出されたこと 8) 韓国で2014

年に分離された H5N8亜型HPAIVが猫への経鼻接種後5

日間にわたり鼻腔から検出されたことなどが報告されてい

る3)。このことは，猫がHPAIV感染野鳥の捕食等により

感染する可能性のあること，さらには HPAIV感染猫が鶏

への感染源となる可能性のあることを示唆しており，猫に

ついても鶏舎内への侵入対策が必要と考えられた。

4. 野生動物等の侵入経路

採卵鶏農場では，イタチ類またはホンドテン，猫などの

小動物が想像以上の頻度で鶏舎内に侵入していた。野生動

物の侵入が認められた農場では一般的な野生動物対策は実
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施しており，圏内の他の多くの農場でも同様のことが発生

している可能性が高いと考えられた。採卵鶏農場での野生

動物の侵入は，集卵や除糞のためのベルト出口で多く認め

られ，侵入防止のための対策が必要と考えられた。

HPAIVの国内への侵入リスクが高まる冬季は，野生動物

にとって餌の確保が困難になる時期でもある。鶏舎内のネ

ズミや鶏・鶏卵などを目的に野生動物等が農場内に侵入す

るリスクが高まることが想定され，特に注意が必要と考え

られた。

5. 農場における侵入状況把握の重要性

野生動物の農場内への侵入は夜間や早朝に多く，調査を

実施した農場の多くはこのことを認識していなかった。も

し家禽舎内で原因不明の圧死などの異常が発生した場合に

は，こういった動物の舎内への侵入についても疑う必要が

あるだろう。調査に用いた赤外線センサーカメラは比較的

長期間記録でき，特別な資格や許可も不要で誰でも容易に

取り扱えることから，野生動物侵入状況の把握や対策の立

案およびその実効性評価に極めて有効であった。飼養衛生

管理基準では野生動物の侵入防止対策の重要性が示されて

いるが，その侵入経路や頻度は農場毎に異なる点も多く，

効果的かっ効率的な侵入防止対策の実施には，こうした

ツールによる農場毎の実態把握が必要と考えられた。

おわりに

養鶏場における野生動物等侵入状況の一端を明らかに

し野生動物による HPAIV伝播の可能性を示した。野生

動物等の侵入状況は農場の立地や鶏舎構造などそれぞれの

条件により異なるため，農場毎の正しい現状把握が不可欠
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ではあるが，本講演が農場での野生動物侵入を考える契機

となり， HPAI発生防止の一助となれば幸いである。
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Possible Transmission of Highly Pathogenic A vian Infiuenza Virus to Poultry 
by Peridomestic Mammals 

Tsuyoshi Yamaguchi 

Avian Zoonosis Research Center. Faculty of Agriculture. Tottori University. 

4-101 Koyama 

Summary 

Highly pathogenic avian in宜uenzavirus (HP AIV) is thought to have been introduced to J apan by human migration. seasonal 

migration of water birds. or other factors. However. it is unclear how it was subsequently transferred to poultry kept in poultry 

houses. Here. we investigated the behavior of per泊omesticmammals (brown rats. roof rats. house mice. Siberian or J apanese 

weasels. Japanese martens. and feral cats) mainly using infrared sensor cameras. Roof rats were observed to directly or indirectly 

contact caged chickens. Feral cats. wild weasels. or martens also frequently entered poultry houses in several farms. Farm workers 
were mostly unaware of the intrusions because most of them occurred near midnight or in the early morning. Previously. natural 

HP AIV infections in cats and wild stone martens were reported. In addition. it was reported that HP AIV s experimentally inoculated 

to domestic cats and ferrets. which are closely related to weasels and martens. were detected from their trachea and rectum for 

several days after the inoculation. These findings imply that peridomestic mammals might play an important role in transmitting 

HP AIV to poultry in J apan. For efficient HP AI control， greater effort may be needed to protect poultry farms from these 

peridomestic mammals. 

(J. Jpn. Soc. Poult. Dis.. 52 (Suppl). 7-11. 2016) 

Key words : highly pathogenic avian influenza. HP AI. peridomestic mammal. transmission route 
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